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論文内容の要旨

本論文は，重複図形の分離問題を処理する手法の考案と、その NC プログラム自動生成システムへの応用に関する

研究の成果をまとめたもので次の 6 章より構成されているO

第 1 章の緒論では，本研究の背景となる計算機利用システムの産業応用および基礎となる視覚情報処理研究に関し

て，その歴史的発展と最近の動向について概観するとともに本研究の目的および位置づけについて述べているO

第 2 章では，本研究において取り上げている CAD/CAM システムと NC (数値制御)工作機械による加工につい

て述べている。 NC 機械では，製品の仕様ごとに NC プログラム作成作業が必要となるため， NC ソフトウェア生産の

効率化を目的としたプログラム作成自動化システムの必要性を説明した上でその自動化に際して問題となる設計図

面の認識過程にパターン認識の一問題である重複シルエット図形の分離手法を適用することでシステムを実現する方

法について概説している O

第 3 章では，重複シルエット図形の分離手法の考案を行っているO これは，構成的手法を用いた重複多角形の分離

手続きであり，図形の構成要素となり得る輪郭線および重複により隠ぺいされた内部輪郭線を一旦可能な限り細分し，

これらを合理的な制約を課して再構成することを通じて分離可能な図形の候補を生成し，その中から与えられた条件

を満足するものを選択する手法である。実験結果と併せてその利点および、欠点について議論しているO

第 4 章では， NC プログラムの自動生成システムを，設計図面の認識とプログラムの生成の 2 つに分け，それぞれ

を個別のモジュールとして実現する方法を提案しているO 設計図面の認識には重複図形の分離手法を適用して図面中

の形状を加工可能な単純図形に分解し，また，プログラムの生成では図面認識の結果に対して，手続き的に記述した

加工に関する規則を適用して加工方法および加工順序を決定する手法について述べている。

第 5 章では， NC プログラム自動生成システムの利用を想定したプログラム開発環境を提案している。とくに， NC 

プログラムのテストおよびデバッグ作業に着目し，これらの作業を支援するツールを中心に構成し，さらに利用者イ

ンタフェイスを検討することにより，計算機上でのデバッグ作業が容易になることを説明し，開発環境の改善を提案

している。

第 6 章の結論では，本研究で得られた成果を総括するとともに，その意義および、今後の課題について言及している。
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論文審査の結果の要旨

本論文は，計算機の産業応用として， NC工作機械の一つである NC パンチプレスを用いた金属加工において，計

算機支援による自動化を含む省力化を目的とし，製品の CAD データからその加工プログラムを自動生成するシステ

ムの開発および維持におけるいくつかの間題に関して論じたものであり，その成果を要約すると次のようになる。

(1) CAD による設計データを画像データとして取扱い，その加工対象部分の形状の認識を通じ，加工工程の分割の

必要性の有無の判定条件を見出し，それぞれの場合に応じた処理手順ならびに処理結果に基づく加工器材の選択を

自動化する手法を提案しているO

(2) 加工部分の形状に応じた加工工程の分割および加工器材の選択問題を一般化し，複雑な形状のシルエッ卜状図形

を単純な幾何図形に分離分割する問題として定式化し，その一般的解法の 1 つを示している O このとき，その結果

の応用を考慮に入れ，解法の枠組みとして構成的手法を採用している O また，その解法は当初考慮した適用範囲を

越えた領域においても有効であることを実験により確認しているO

(3) 加工プログラム自動生成システムを高次情報処理システムの範例として捉え，その構成方法について論じている。

その結果，入力データおよび処理手順の表現形式に関しては，リスト形式による統一的表現の有効性を見出すとと

もに，部分的な加工手順を考慮に入れた上での全体的な加工手順の決定のための評価法を提案している。さらに，

この実現のためにシミュレーション機能が必要であることを示し，併せてその機能は自動生成されたプログラムに

よる加工システムの動作の確認のためにも有効であることを明らかにしているO

(4) 以上の成果を総合することによって試作したシステムは，高度化された CAM システムを仮定した NC プログラ

ム開発環境に適合し，設計データから加工プログラムを自動生成することを基本とし，得られたフ。ログラムの検証・

修正等のために優れたマンマシンインターフェイスを備えるべき形態をとるシステムの 1 つの基本形を示している。

以上のように，本論文は， NC 加工プログラム自動生成システムの構成を目標として，その過程で必要とされる視

覚情報処理の問題を定式化し，一般的な解を示すとともに，産業応用システムの開発，利用に関していくつかの有用

かっ新しい知見を与えており，通信工学の発展に寄与するところが大き ~'o よって本論文は，博士論文として価値あ

るものと認めるO
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